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1 はじめに
昨今の新型コロナウイルスのパンデミックをきっかけに，多
くの企業で今後もリモートワークを恒久化していこうという
動きがある．働き方の変化により，今までオフィスで仕事をし
ていた人や大学で講義を受けていた人は，家やネットが使える
ワークスペースで作業を行う機会が増加した．つまり，今まで
は誰かかがいる空間で作業していたにもかかわらず，1人きり
の空間で作業するように変化した．
一方で，パーソル総合研究所が行ったアンケート調査による
と，リモートワーカの 3割弱が，孤独感や不安感を感じている
ということが示されている [1]．そのため，リモートワーカの作
業効率の低下やメンタルヘルスへの影響が懸念されている．ま
た，リモートワーカ同士が互いにどのような情報を必要として
いるか調査した研究がある．Choらが行った調査では，リモー
トワーカの現在地や仕事内容，心理状態や様子など様々な情報
を互いに開示し，閲覧できるようにした．その結果として，他
人の様子や心理状態を知ろうとする人が多いことが示されてい
る [2]．これは，リモート環境下においては，本来同じ空間に
いる際に無意識的に感じていた情報が，認識しづらくなってい
るからだと考えられる．以上のことから本研究では，自宅でリ
モートワークを行なっている在宅ワーカ同士が，離れている場
所にいても，今まで無意識的に感じていた情報を代替して共有
することで，一緒に作業をしているような，つながり感を創出
するべきではないかと考える．
本稿では，孤独感や不安感を払拭することを目的として，コ
ロナ前まで無意識的に感じていた情報，いわゆる雰囲気を基
に，在宅ワーク時でも他人とつながっている感覚を強化する手
法を提案する．

2 研究背景
2.1 新感覚オンラインコミュニケーションツール
働き方の変化により，多くの企業で新しいコミュニケーショ
ンツールとして利用されているものが，バーチャルオフィスで
ある．バーチャルオフィスは，仮想空間上で擬似的なオフィス
を作成していて，人をアバターやアイコンとして配置できる．
自分の情報は絵文字やテキストなどで代替することで，相手に
伝えることができる．また，仮想空間上の自分のアイコンを他
人のアイコンに近づけると話す声が聞こえるようになるなど，
コミュニケーションを起こすきっかけとなる様々な機能が備
わっている．
2.2 関連研究
オフィス内では，質問・相談・雑談などといったようなロー
カルコミュニケーションが起こる．そのため，人は個人または
グループを対象として雰囲気（忙しさ）を感じることで，話し
かけるための機会をうかがっている．こういった忙しさに焦点
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を当てて，個人の状況を推定しようとする研究が行われている
[3][4]．
また，雰囲気の共有や臨場感の創出に関する研究がいくつか
ある．石川らは，WEBカメラから各個人の顔表情を読み取り，
独自のアルゴリズムで算出した作業グループの雰囲気を，光や
香りで代替し，照明やアロマで共有することで，遠隔共同作業
における雰囲気の共有を実現している [5]．また，櫻井らは，オ
フィス内の様々な情報収集デバイスや共同作業のための等身大
デバイス，遠隔・オフィスの様子見をしながら注目エリアにア
クセスして会話できるシステムなどによって構成された超臨場
感テレワークシステムを利用して，リモート環境下でも主体的
に作業を行えるような取り組みを行なっている [6]．
2.3 本研究の位置付け
まず，本研究では，在宅ワークにおける個人作業を対象とし
ている．石川らの研究 [5]のような，在宅ワーカ同士の協調作
業などは対象としていない．

2.1節や 2.2節で述べたものは，リモートワーカ同士のコミュ
ニケーションの促進に焦点を当てている．それに対して本研究
では，コミュニケーションの促進を目的としていない．リモー
トワーカ同士の雰囲気を互いに知ることができれば，孤独感や
不安感は払拭されると考えるからである．
バーチャルオフィスのようなアプリケーションを別端末など
で表示する場合，ユーザは意識的に他人の情報得ようとするこ
とがあるため，作業に集中できない可能性がある．さらに，雰
囲気を伝達するために，オフィス内や自身の環境に PC以外の
ものを準備する必要があるなど，ユーザに負荷がかかるという
問題点がある．それに対して本研究では，オフィスなどで感じ
ていた雰囲気を音のみで代替する．音を利用して情報を伝達す
ることで，在宅ワーカは，無意識的に情報を得ることができる．
また，PC 上では，本システムを立ち上げておくだけでよいた
め，ユーザへの負荷は最小限に抑えられる．

3 雰囲気とつながり感
3.1 雰囲気
作業を行う場所が，オフィスなどの誰かがいる空間から自宅
などの個人の空間へと変化した．この変化で得られなくなった
情報として，匂いや音，自分以外の人の言動など様々なものが
ある．その中でも，人間に焦点を当てた場合，誰かがいる空間
で無意識的に得られていた情報は，人の「行動」と「様子」と
考えることができる．そこで本研究では，人の「行動」と「様
子」を雰囲気の構成要素として定義する．「行動」とは，「作業
をする，席を立つ」といった人がオフィスや研究室で行う様々
な動作のことを指している．また，「様子」とは，「作業中なの
か，休憩中なのか」といった人の状態のことを指している．
3.2 つながり感
人とつながっているように感じるのは「自分のアクション
に対して反応がある」ことだと考えられる．ただし，このアク
ションに関しては，無意識的なものを前提としている．これら
を基に，オフィスや研究室の場合を考えると，自分のアクショ
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ンは「席を立つ，歩く，作業をしている」といった様々な行動が
挙げられる．それに対する反応は「周囲の様子が視界に入る，
自分の動きが誰かに見られる」と言い換えができると考えられ
る．この反応を在宅ワーク時で考えると「つながっている人た
ちの様子がわかる，自分の現在の様子が誰かに伝わっている」
と言い換えることができる．
以上のような，オフィスなどで感じていた感覚をリモート間
でも擬似的に生成することを目指す．

4 提案手法
本研究では，1節でも述べたような，雰囲気を共有すること
でつながり感を強化する手法を提案する．3.1 節で述べた行動
と様子を在宅ワーカ間で伝達し合う手法を述べる．
初めに，行動に関する提案手法を図 1に示す．

Aさん Bさん Cさん Dさん

提案システム

①Aさんが席を立った

②席を立った際に鳴る
音を流す

図 1 行動に関する提案手法

行動の共有では，初めに，PC に内蔵されているカメラを利
用して在宅ワーカが動作を起こした際に検知する．この際の動
作とは，席を立つ・座るなどが考えられる．その後，行動を起
こした人以外に，その動作に関する音を環境音として流す．具
体例を示すと，Aさんが席を立つとする．その後すぐに，Bさ
ん，Cさん，Dさんに対して席を立った際に鳴る音を流すこと
となる．行動の共有における環境音は，動作に即したリアルな
音を再現する．この流れは，オフィスなどで，近くの人が何か
動作を行なった場合に聞こえる環境音を再現している．
次に，様子に関する提案手法を図 2に示す．

Aさん Bさん Cさん Dさん

提案システム

①Aさんが作業を中断した

②作業状態を調べる③作業状態を
伝達する

図 2 様子に関する提案手法

様子の共有では，初めに，在宅ワーカが作業を中断した際に
システムがそれを検知する．その後，作業を中断したワーカ以
外の人たちの作業状況を判別し，それに応じて音を流す．その
時に流れる音は 3段階に分け，多くの人が PCに向かって作業
をしている場合，作業をしている人と休憩している人が同じく
らいの場合，休憩している人が多い場合で異なるものとする．
これにより在宅ワーカの様子が感じられると考えられる．具体

例を示すと，A さんが作業を中断し休憩したとする．B さん，
Cさん，Dさんの作業状況を推定した後で，それに応じた音を
Aさんに対して流すことになる．この流れは，オフィスなどで
作業を中断した際に，席を立つ・背伸びをするといった動作を
通して，周囲の状況が目に入り，他人の様子がわかるという状
況を再現している．

5 音に関する検討
本システムでは，作業を中断した際に，他のワーカの様子を
伝える音を流すが，中断が短期間で何度も行われる場合は，そ
の都度音を流すのかについて検討していく必要がある．
また，無音の際に，本システムから突然音が鳴るとユーザを
驚かせてしまう可能性がある．そこで，あらかじめ特定の環境
音を定常的に流しておくことで，本システムから聞こえる音を
より自然に感じられるようにする必要がある．Ravi らの研究
によると，70dB の適度な背景ノイズは，創造的思考能力を高
める可能性があることを示唆している [7]．また，もし定常的
に音をシステムから流す場合，普段から音楽を聴きながら作業
を行う人と音楽を聴かずに作業を行う人とでは，音に対する慣
れに差があり，作業に対する集中度合いに影響を及ぼすことが
考えられる．以上のことを考慮した上で，気が散らない程度の
音の流し方について検討していく必要がある．

6 おわりに
本稿では，在宅ワーク時の雰囲気共有におけるつながり感を
強化するシステムについて構想した．今後は，5章で述べた音
に関する調査を行うと共にシステムの実装を行う．また，評価
方法についても検討していく．
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